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全国市議会議長会

第第１１回回「「研研究究フフォォーーララムム」」開開催催
テーマ「地方議会と市民参加」
８月３日、日比谷公会堂で

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長＝

国
松
誠
・
藤
沢
市
議
会
議
長
）
は

２
月
９
日
、
東
京
・
日
本
都
市
セ

ン
タ
ー
会
館
で
第
８０
回
評
議
員
会

を
開
き
、
「
地
方
議
会
改
革
の
早

期
実
現
を
求
め
る
決
議
」
を
採
択

す
る
と
と
も
に
、
１８
年
度
一
般
会

計
予
算
等
を
決
定
し
た
。
来
賓
と

し
て
、
山
崎
力
・
総
務
副
大
臣
が

出
席
し
た
。

冒
頭
、
国
松
会
長
が
開
会
あ
い

さ
つ
。
地
方
議
会
を
め
ぐ
る
重
要

課
題
と
し
て
、
三
位
一
体
、
議
会

制
度
、
議
員
年
金
制
度
の
三
つ
の

改
革
を
挙
げ
、
本
会
の
取
り
組
み

状
況
や
成
果
等
を
報
告
し
た
。
そ

の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
革
で
残

さ
れ
た
課
題
に
対
し
「
引
き
続
き

強
力
な
運
動
が
必
要
で
あ
る
」
と

強
調
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
要

望
活
動
へ
の
評
議
員
の
さ
ら
な
る

理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

決
議
は
、
昨
年
１２
月
９
日
の
第

２８
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
に
、

地
方
議
会
の
組
織
・
運
営

等
に
関
す
る
改
革
提
言
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
対

し
、
「
議
会
権
能
を
強
化

す
る
上
で
大
き
な
前
進
」

と
評
価
。
そ
の
上
で
、
提

言
事
項
の
早
期
法
制
化
を

求
め
て
い
る
。
一
方
、
本

会
な
ど
議
会
三
団
体
は
じ

め
各
議
会
が
要
請
し
て
き

た
「
議
長
へ
の
議
会
招
集

権
付
与
」
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、

引
き
続
き
検
討
を
要
す
る

事
項
も
多
い
こ
と
か
ら
、

次
期
調
査
会
で
も
「
分
権

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
の
権
能

強
化
」
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

会
議
で
は
、
地
方
行
政
、
地
方

財
政
、
社
会
文
教
、
産
業
経
済
、

建
設
運
輸
、
国
会
対
策
の
六
委
員

会
の
各
委
員
長
が
、
１７
年
度
活
動

結
果
に
つ
い
て
報
告
。
ま
た
、
事

務
局
か
ら
は
、
地
方
議
会
の
さ
ら

な
る
機
能
向
上
策
の
研
究
を
目
的

に
、
正
副
議
長
ら
を
対
象
と
し
た

「
第
１
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」＝

別
掲＝

を
８
月
３
日
に
開
催
予
定

で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
の
林
省
吾
・

事
務
次
官
が
「
１８
年
度
に
お
け
る

地
方
行
財
政
の
諸
問
題
」
に
つ
い

て
講
演
し
た
ほ
か
、
元
本
会
会
長

の
小
泉
昭
男
・
参
議
院
議
員
が
、

「
私
が
思
う
日
本
の
将
来
像
」
と

題
し
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

分分
権権
改改
革革
推推
進進
会会
議議
開開
くく

本
会

全
国
市
議
会
議
長
会
は
２
月
９

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
分

権
改
革
推
進
会
議
（
座
長＝

伊
東

稔
浩
・
静
岡
市
議
会
議
長
）
を
開

い
た
。
三
位
一
体
改
革
や
議
会
制

度
改
革
等
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
本
会
な

ど
地
方
六
団
体
が
、
去
る
１
月
１３

日
に
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
「
新

地
方
分
権
構
想
検
討
委
員
会
」
を

発
足
さ
せ
、
１９
年
度
以
降
の
分
権

社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

全国市議会議長会は、来る８月３日、第１回「研究フォ
ーラム」を開催します。
このフォーラムは、地方分権改革の進展や市町村合併に
より、都市に対し基礎的白治体としての役割が一層期待さ
れるなか、市民の負託と信頼に的確に応えるべく、議会の
さらなる機能向上策について研究することを目的としてい
ます。
平成１８年度から毎年１回の開催を予定しており、第２回
以降は、地方開催を予定しています。
なお、開催案内は３月下旬に送付する予定です。

◆日 時：平成１８年８月３日（木）１３：００～１６：３０
◆場 所：日比谷公会堂（東京都千代田区）
◆テーマ：「地方議会と市民参加」（仮題）
◆参 加：各市３名以内（合計２千名まで）

（正副議長及び議長が推薦する者）
◆内 容：�基調講演

�パネルディスカッション
◆問合せ：全国市議会議長会 担当：法制

TEL０３‐３２６２‐２３０３ FAX０３‐３２６３‐５７５１

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1608号２月２５日平成18年
（2006年）

地地
方方
議議
会会
改改
革革
のの
早早
期期
実実
現現
をを

評
議
員
会
で
決
議
―
本
会

講演する小泉参院
議員（元本会会長）

評議員会であいさつする国松会長

大竹 邦実

（１） 平成１８年２月２５日 第１６０８号



���������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

分
権
時
代
の
議
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
監
視
機
能
と
政
策
立

案
機
能
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
―
―
。
平
成
１６
・
１７
年
度
の
調
査
研

究
テ
ー
マ
で
あ
る
「
分
権
時
代
に
お
け
る
市
議
会
の
あ
り
方
」
に
関

し
、
２
年
間
に
わ
た
り
調
査
研
究
し
て
い
た
都
市
行
政
問
題
研
究
会

（
会
長
�
佐
藤
豊
美
・
新
潟
市
議
会
議
長
、
人
口
２５
万
以
上
の
８６
市

の
議
長
が
加
盟
）
は
２
月
１４
日
、
東
京
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
第
８３
回

総
会
を
開
催
し
、
調
査
研
究
報
告
書
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
役
員
改

選
を
行
い
、
新
会
長
に
田
中
健
・
高
知
市
議
会
議
長
を
選
出
し
た
。

同
研
究
会
が
こ
の
調
査
研
究
テ

ー
マ
を
選
択
し
た
こ
と
の
背
景
に

は
、
地
方
分
権
一
括
法
施
行
後
に

市
議
会
が
変
わ
っ
た
と
の
認
識
が

希
薄
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
あ

っ
た
。
地
方
の
自
己
決
定
機
会
と

自
己
責
任
が
拡
大
す
る
な
か
で
、

議
会
の
議
決
・
監
視
機
能
を
強
化

す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と

と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
市
議
会
は
何
を

な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
議
会

の
議
決
・
監
視
機
能
を
ど
の
よ
う

に
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
市
議
会
が
そ
の
役
割
を
さ
ら

に
果
た
す
上
で
議
会
制
度
は
現
行

の
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
の
も
と
に
制
度
と
運
用
両

面
か
ら
「
分
権
時
代
に
お
け
る
市

議
会
の
あ
り
方
」
を
考
察
し
た
。

調
査
研
究
の
特
色
は
、
研
究
者

の
手
に
委
ね
る
こ
と
な
く
、
市
議

会
議
長
が
市
議
会
の
現
場
の
立
場

か
ら
議
会
制
度
を
見
つ
め
直
し
、

地
方
自
治
法
改
正
事
項
の
み
な
ら

ず
多
く
の
提
言
を
盛
り
込
ん
だ
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
た
こ
と
。

お
り
し
も
第
２８
次
地
方
制
度
調

査
会
が
「
議
会
の
あ
り
方
」
を
審

議
事
項
の
一
つ
に
取
り
上
げ
て
お

り
、
地
方
自
治
法
改
正
に
向
け
た

審
議
に
市
議
会
の
声
を
反
映
さ
せ

る
べ
く
提
言
す
る
こ
と
も
、
調
査

研
究
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

調
査
研
究
途
上
の
昨
年
４
月
１５

日
、
未
定
稿
な
が
ら
同
調
査
会
第

２９
回
専
門
小
委
員
会
に
中
問
報
告

�
本
紙
第
１
５
９
１
号
参
照
�
を

提
出
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
新
た
な
提
言
事
項
も

取
り
上
げ
、
住
民
に
対
し
議
会
の

役
割
、
議
会
の
存
在
意
義
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
る
努
力
を
し
て

議
会
が
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
住
民
に
期
待
さ

れ
る
議
会
に
変
わ
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に
、

分
権
時
代
に
お
け
る
市
議
会
の
役

割
と
議
会
・
議
員
像
も
描
い
て
い

る
。

（
報
告
書
概
要
は
３
面
に
掲
載
）

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
阿
部
喜
之
助
・
山

形
市
議
会
議
長
）
は
２
月
１５
日
、

東
京
・
九
段
会
館
で
総
会
を
開
催

し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
新
会
長
に
真
田
護
・
倉
敷
市
議

会
議
長
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、

高
速
道
路
の
建
設
促
進
等
に
関
す

る
決
議
を
採
択
し
た
。

現
在
、
高
速
自
動
車
国
道
の
建

設
は
、
道
路
公
団
民
営
化
後
の
新

会
社
と
国
・
地
方
負
担
の
新
直
轄

方
式
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い

ま
だ
整
備
は
遅
れ
て
お
り
、
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
決
議
に
は
、
�
整
備
計

画
区
間
の
早
期
完
成
�
道
路
特
定

財
源
の
確
保
と
道
路
整
備
費
へ
の

全
額
充
当
�
自
動
車
重
量
税
の
地

方
へ
の
譲
与
割
合
引
き
上
げ
�
高

速
道
の
利
用
促
進
に
向
け
た
通
行

料
金
引
き
下
げ
�
交
通
渋
滞
対
策

や
沿
道
環
境
整
備
の
推
進
―
―
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

当
日
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
青
山
佳
世
氏
が
、
「
利
用
者

が
主
役
〜
使
い
や
す
い
高
速
道
路

に
〜
」
と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。

総
会
後
、
新
旧
役
員
は
、
片
山

虎
之
助
・
高
速
道
路
建
設
推
進
議

員
連
盟
事
務
局
長
ら
関
係
国
会
議

員
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

２
月
２０
日
、
市
町
村
合
併
で
新

た
に
３
市
が
誕
生
し
た
ほ
か
、
２

市
で
編
入
合
併
が
あ
っ
た
。
２５
日

に
は
、
１
市
で
編
入
合
併
が
あ
っ

た
。
新
市
概
要
は
次
の
と
お
り
。

新
た
に
誕
生
し
た
市

お
う
し
ゅ
う

▽
奥
州
市
（
岩
手
県
）

合
併
日

２
月
２０
日

合
併
関
係
市
町
村

水
沢
市
、
江
刺
市
、
前
沢
町
、

胆
沢
町
、
衣
川
村

議
員
定
数

４１
人
（
定
数
特
例
）

し
ぶ
か
わ

▽
渋
川
市
（
群
馬
県
）

合
併
日

２
月
２０
日

合
併
関
係
市
町
村

渋
川
市
、
伊
香
保
町
、
小
野
上

村
、
子
持
村
、赤
城
村
、北
橘
村

議
員
定
数

９２
人
（
在
任
特
例
）

ち
ゅ
う
お
う

▽
中
央
市
（
山
梨
県
）

合
併
日

２
月
２０
日

合
併
関
係
市
町
村

玉
穂
町
、
田
富
町
、
豊
富
村

議
員
定
数

４４
人
（
在
任
特
例
）

編
入
合
併
し
た
市

▽
土
浦
市
（
茨
城
県
）

合
併
日

２
月
２０
日

合
併
関
係
市
町
村

土
浦
市
、
新
治
村

議
員
定
数

４６
人
（
在
任
特
例
）

▽
延
岡
市
（
宮
崎
県
）

合
併
日

２
月
２０
日

合
併
関
係
市
町
村

延
岡
市
、
北
方
町
、
北
浦
町

議
員
定
数

５８
人
（
在
任
特
例
）

▽
日
向
市
（
宮
崎
県
）

合
併
日

２
月
２５
日

合
併
関
係
市
町
村

日
向
市
、
東
郷
町

議
員
定
数

３４
人
（
在
任
特
例
）

高
速
協
が
総
会
開
き
決
議

新
会
長
に
真
田
倉
敷
市
議
長

「「
分分
権権
時時
代代
のの
市市
議議
会会
のの
ああ
りり
方方
」」報報
告告
書書

都
市
行
政
問
題
研
究
会
総
会
で
ま
と
め
る

２月２５日現在の市数
７８６市

うち
指定都市 １４市
中核市 ３７市
特例市 ３９市
一般市 ６７３市
特別区 ２３区

２
月
２０
・
２５
日

３
市
誕
生
、３
市
編
入

田中都市研新会長
（高知市）

高速協新会長に選任された
真田議長（倉敷市）

第１６０８号 平成１８年２月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



調
査
研
究
報
告
書
（
以
下
「
報

告
書
」
）
の
概
要
は
、
中
間
報
告

後
、
新
た
に
提
言
し
た
事
項
を
中

心
に
掲
載
す
る
。

ま
ず
、
「
地
方
公
営
企
業
に
か

か
る
契
約
に
議
会
が
関
与
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
」を
提
言
す
る
。

地
方
公
営
企
業
法
に
よ
れ
ば
、
業

務
に
関
す
る
契
約
に
議
会
の
議
決

は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
。
業
務
に

か
か
る
工
事
・
製
造
の
請
負
契
約

は
管
理
者
限
り
で
で
き
る
。

議
会
と
し
て
は
、
毎
年
度
の
企

業
予
算
の
審
議
議
決
、
決
算
の
審

査
認
定
を
通
じ
た
関
与
は
で
き
る

が
、
契
約
実
態
と
し
て
契
約
金
額

が
極
め
て
高
額
に
及
ぶ
場
合
が
あ

る
。
こ
の
場
合
に
も
議
会
の
議
決

を
不
要
と
す
る
の
は
適
切
で
は
な

い
と
し
、
企
業
の
高
額
か
つ
重
要

な
契
約
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議

決
な
ど
で
議
会
が
関
与
で
き
る
方

策
の
検
討
を
提
言
し
て
い
る
。

採
択
請
願
に
関
し
て
は
、
「
処

理
の
経
過
と
結
果
の
報
告
を
長
等

に
義
務
付
け
る
」
こ
と
を
提
言
。

現
行
で
は
、
議
会
は
、
採
択
請
願

の
処
理
の
経
過
と
結
果
の
報
告
を

長
等
に
請
求
し
得
る
が
、
法
は
請

願
の
受
理
と
処
理
を
規
定
し
て
い

な
い
た
め
、
議
会
の
行
政
監
視
の

任
務
を
よ
り
果
た
す
意
味
に
お
い

て
報
告
の
義
務
付
け
を
求
め
る
。

変
え
よ
う
変
わ
ろ
う
市
議
会

報
告
書
は
、
住
民
の
行
政
に
対

す
る
意
識
が
多
様
化
す
る
な
か
、

議
会
が
、
住
民
、
地
域
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
住
民

に
と
っ
て
議
会
制
度
は
今
の
ま
ま

で
良
い
の
か
と
の
問
題
提
起
の
も

と
、
市
議
会
を
変
え
よ
う
、
市
議

会
が
変
わ
ろ
う
と
表
明
す
る
。

今
、
住
民
の
行
政
へ
の
直
接
的

参
画
と
住
民
意
思
の
吸
収
方
策
と

し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

が
活
用
さ
れ
、
「
議
会
離
れ
」
の

傾
向
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

し
か
し
、
議
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
議
会
中
継

の
積
極
的
な
取
り
組
み
、
広
報
媒

体
も
活
用
し
住
民
へ
の
積
極
的
な

情
報
の
公
開
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
情
報
公
開
を
積
極
的
に

推
進
し
、
議
会
全
体
の
活
動
だ
け

で
な
く
会
派
の
活
動
も
公
開
す
る

努
力
が
必
要
と
述
べ
る
。

さ
ら
に
、
議
会
が
努
力
す
べ
き

こ
と
と
し
て
、
住
民
に
対
し
議
会

の
役
割
や
議
会
の
存
在
意
義
に
つ

い
て
の
認
識
を
今
以
上
に
深
め
る

こ
と
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。
そ

れ
に
は
、議
会
が
変
わ
る
こ
と
で
、

住
民
の
議
会
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
り
、
期
待
さ
れ
る
議
会
に
変
わ

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

も
と
よ
り
議
会
の
主
人
公
は
議

員
で
あ
る
の
で
、
議
員
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
議
会
は
変
わ
ら
な
い
と

述
べ
る
。

住
民
と
の
協
働
の
取
組
み

議
会
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と

は
、
住
民
の
意
見
を
積
極
的
に
聴

取
す
る
こ
と
に
あ
る
と
強
調
す

る
。議
会
の
役
割
は
、住
民
の
意
思

を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
住
民
の

声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
議
会
が
意
思

決
定
す
る
上
で
、
事
前
に
住
民
に

周
知
し
た
上
で
の
意
見
の
公
募
、

広
範
な
住
民
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。

住
民
に
は
、
専
門
的
知
識
を
有

す
る
者
も
多
く
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
住
民
を
活
用
す
る
意
味

か
ら
も
議
会
が
住
民
参
加
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
議
会
と
住
民
と

が
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連

携
、
協
働
の
関
係
に
立
つ
よ
う
に

な
れ
ば
よ
い
と
す
る
。

例
え
ば
、
委
員
会
に
複
数
の
住

民
の
参
加
を
求
め
特
定
の
政
策
課

題
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
を
述
べ

る
機
会
を
持
ち
、
問
題
点
や
課
題

を
議
論
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

と
述
べ
る
。

議
員
が
提
案
す
る
政
策
の
立
案

に
際
し
て
も
、
立
案
初
期
の
段
階

か
ら
直
接
住
民
の
意
見
を
聴
取

し
、
住
民
と
協
働
し
た
調
査
、
議

論
を
尽
く
し
た
の
ち
に
一
つ
の
政

策
を
提
案
す
れ
ば
、
住
民
と
の
協

働
を
結
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
。
専
門
的
知
識

を
有
す
る
住
民
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
職
業
、
年
齢
層
に
よ
る
多

様
な
住
民
の
意
見
の
聴
取
に
よ
り

密
度
の
濃
い
議
論
を
重
ね
、
住
民

の
要
望
と
市
の
施
策
と
の
整
合
性

の
取
れ
た
地
域
性
、
独
自
性
の
あ

る
条
例
案
の
作
成
が
可
能
と
な
る

と
述
べ
る
。

議
会
の
政
策
立
案
力
の
向
上
に

つ
い
て
も
、
議
員
同
士
が
議
論
、

研
究
を
重
ね
政
策
立
案
に
繋
げ
る

地
道
な
努
力
に
よ
っ
て
高
い
質
を

持
ち
、
住
民
に
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
政
策
立
案
が
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
と
期
待
を
込
め
る
。

多
く
の
市
議
会
で

改
革
へ
の
取
組
み

議
会
改
革
に
多
く
の
市
議
会
が

取
り
組
ん
で
い
る
。
「
議
会
改
革

等
検
討
会
議
」
「
議
会
の
あ
り
方

検
討
会
」
な
ど
検
討
組
織
の
名
称

は
様
々
で
あ
る
。
検
討
さ
れ
て
い

る
事
項
を
大
別
す
れ
ば
、
議
員
定

数
、
議
決
事
件
の
拡
大
、
特
別
委

員
会
の
見
直
し
な
ど
議
会
制
度
全

般
に
関
す
る
こ
と
、
一
問
一
答
方

式
の
導
入
、
申
し
合
せ
等
の
検
討

な
ど
議
会
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
例
も
あ
る
。

分
権
時
代
、
さ
ら
な
る

監
視
機
能
と
政
策
立
案

機
能
の
発
揮
を

分
権
時
代
に
お
け
る
市
議
会
の

役
割
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

分
権
時
代
、
議
会
の
執
行
機
関

に
対
す
る
監
視
の
役
割
が
一
層
重

く
な
る
。
議
会
が
行
政
の
監
視
役

を
果
た
す
上
で
、
議
会
が
議
決
す

る
事
項
に
つ
い
て
今
以
上
に
審
議

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
議
会

の
構
成
も
、
都
市
全
体
を
見
渡
す

こ
と
の
で
き
る
議
員
で
多
く
構
成

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

議
会
が
、
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
者
（
構

想
者
）
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
議
会

の
存
在
意
義
は
薄
れ
る
。
存
在
意

義
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

議
会
情
報
の
徹
底
的
な
公
開
が
必

要
で
あ
る
。
情
報
公
開
を
進
め
れ

ば
、
住
民
は
議
会
で
の
議
論
を
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
認

識
の
下
に
住
民
参
画
を
進
め
、
議

会
が
住
民
の
意
思
を
的
確
に
吸
収

す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
的
な
地

域
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
可
能

と
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
る
。

執
行
部
に
負
け
な
い

ほ
ど
の
政
策
論
争
を

報
告
書
は
、
分
権
時
代
に
お
け

る
議
会
・
議
員
像
を
次
の
よ
う
に

描
く
。

議
会
が
監
視
機
能
と
と
も
に
政

策
立
案
機
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
す

る
た
め
に
は
、
執
行
部
に
負
け
な

い
ほ
ど
の
政
策
論
争
を
重
ね
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
議
論
、
論

争
の
あ
る
議
会
こ
そ
が
住
民
が
求

め
る
議
会
で
は
な
い
か
、
ま
た
、

監
視
・
政
策
立
案
機
能
の
向
上
を

果
た
す
上
に
お
い
て
も
相
応
の
議

員
数
は
必
要
で
あ
り
、
定
数
も
地

域
の
自
主
性
に
委
ね
る
こ
と
が
分

権
時
代
に
相
応
し
い
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。

最
後
に
、
次
の
言
葉
で
報
告
書

は
結
ぶ
。

地
域
の
未
来
は
い
つ
の
時
代
も

子
ど
も
た
ち
に
託
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
議
員
に
な
り
た
い

と
の
志
を
抱
け
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
職
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が

憧
憬
を
抱
き
、
そ
の
想
い
が
連
綿

と
受
け
継
が
れ
、
地
域
住
民
の
た

め
の
議
会
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

「「
分分
権権
時時
代代
にに
おお
けけ
るる
市市
議議
会会
のの
ああ
りり
方方
」」

都 市 研
報 告 書

〜
市
議
会
の
現
場
か
ら
議
会
制
度
を
見
つ
め
直
す
〜

（３） 平成１８年２月２５日 第１６０８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議

会

人

事

分
権
一
括
法
の
施
行
や
市
町
村

合
併
の
進
展
等
に
よ
り
地
方
議
会

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
た
。
分
権
時
代
に
お
い
て
住
民

自
治
の
根
幹
を
な
す
議
会
が
そ
の

責
務
を
果
た
す
に
は
、
議
会
機
能

の
充
実
強
化
に
向
け
た
制
度
改
革

が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
、
第
２８
次
地
方
制
度
調

査
会
（
首
相
の
諮
問
機
関
）
は
、

議
会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
調
査

・
審
議
を
進
め
て
き
た
。

意
見
書
は
、
同
調
査
会
の
審
議

に
当
た
り
、
�
議
会
招
集
権
の
議

長
へ
の
付
与
�
自
治
法
第
９６
条
第

２
項
の
法
定
受
託
事
務
に
係
る
制

限
廃
止
な
ど
議
決
権
の
拡
大
�
専

決
処
分
要
件
見
直
し
と
不
承
認
の

場
合
の
首
長
の
対
応
措
置
義
務
付

け
�
議
会
の
附
属
機
関
設
置
の
可

能
化
�
議
会
の
内
部
機
関
設
置
の

自
由
化
�
調
査
権
・
監
視
権
の
強

化
―
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

地
制
調
は
去
る
１２
月
９
日
、
議

会
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
答
申
を

ま
と
め
小
泉
首
相
に
提
出
し
た
。

答
申
で
は
、
委
員
会
の
議
案
提

出
権
や
議
員
の
複
数
常
任
委
員
会

へ
の
所
属
制
限
撤
廃
、
専
決
処
分

の
要
件
明
確
化
な
ど
を
盛
り
込
む

一
方
、
本
会
な
ど
議
会
三
団
体
や

各
議
会
の
要
請
で
審
議
の
焦
点
と

な
っ
た
「
議
長
へ
の
議
会
招
集
権

の
付
与
」
に
つ
い
て
は
、
議
長
に

首
長
へ
の
臨
時
会
招
集
請
求
権
を

付
与
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
た
。

（
地
制
調
の
答
申
は
本
紙
第
１
６

０
１
号
参
照
）

▼
議
長

▽
名
寄

田
中
之
繁（
１
・
２３
）

▽
亀
山

竹
井
道
男（
１
・
２３
）

▽
名
取

大
友
�
嗣（
２
・
１
）

▽
匝
瑳

及
川
新
三
郎（
２
・
１
）

▽
益
田

植
木

勇（
２
・
２
）

▽
戸
田

秋
元
良
夫（
２
・
６
）

▽
吉
川

山
�
勝
他（
２
・
８
）

▽
茨
木

大
島
一
夫（
２
・
９
）

▼
副
議
長

▽
名
寄

福
光
哲
夫（
１
・
２３
）

▽
亀
山

増
亦

肇（
１
・
２３
）

▽
名
取

相
澤

雅（
２
・
１
）

▽
匝
瑳

熱
田
一
一（
２
・
１
）

▽
益
田

山
崎
一
美（
２
・
２
）

▽
戸
田

熊
木
照
明（
２
・
６
）

▽
吉
川

鈴
木
加
藏（
２
・
８
）

▽
茨
木

大
谷
敏
子（
２
・
９
）

▼
事
務
局
長

▽
日
野

太
田
光
博（
２
・
１
）

▽
匝
瑳

實
川
豊
治（
２
・
２
）

議会 全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
送
ら
れ
た
意
見
書
・
決
議
の
写
し
を
も
と

に
、
１２
月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
（
上
）

で
は
「
議
会
制
度
改
革
の
早
期
実
現
」
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
１８
年
度
の
地
方
税
財
政
対
策
に
お

い
て
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
真
の
分
権
改
革
を
求
め
る
意
見
書
も
多
件
数
提
出
さ
れ
て
い
る
。

「
議
会
制
度
改
革
の
早
期
実
現
」が
最
多

１１２２
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

（上）

意見書・決議の議決状況（上） （１７．１１．１～１８．１．３１）

決 議
【税・財政】 【 ５６２】 【 ３】
○真の地方分権改革の確実な実現 ３７４ ―
○「事業仕分け」による行財政の効率化 ６５ ―
○個人所得課税の各種控除縮小の反対 ５９ ―
○次年度税制改正での庶民大増税反対 １３ ―
○地方交付税など地方財源の確保 １２ ―
○北海道の財政再建 １２ ―
○都市計画税・固定資産税の軽減措置継続 ７ ―
○その他 ２０ ３
【地方行政・議会・選挙】 【 ４３３】 【 １４】
○議会制度改革の早期実現 ４１０ ―
○住民基本台帳閲覧制度の早期見直し ６ ―
○国勢調査制度の改善 ３ ―
○その他 １４ １４
【医療・保健衛生】 【 １０４】 【 １】
○看護職員の人手不足の解消 ２５ ―
○医療制度改革での国民負担増の反対 ２１ ―
○小児慢性特定疾患治療研究事業の対象疾 １０ ―
患の基準緩和
○建設国保組合の安定運営 ７ ―
○がん対策の推進強化 ６ ―
○乳幼児医療費無料制度の創設など ５ １
○自治体病院の医師確保 ４ ―
○その他 ２６ ―
【教育・文化】 【 ７４】 【 ４】
○義務教育費国庫負担制度の堅持 ２０ ―
○少人数学級の実現 １６ ―
○私学助成の北海道単独上乗せ補助の継続 ９ ―
○長野県の高校改革プラン実施計画策定の ９ ３
慎重審議等
○教育基本法の早期改正 ４ ―
○その他 １６ １
【農林・水産】 【 １１０】 【 １】
○米国産牛肉輸入再開の慎重審議、万全な ２２ ―
ＢＳＥ対策
○ＷＴＯ農業交渉での新しい貿易ルールの １４ ―
確立
○森林・林業基本計画と地球温暖化防止対 １２ ―
策の推進
○違法伐採問題への対応強化 １２ ―
○食料・農業・農村基本計画の推進 ９ ―
○森林・林業・木材産業施策の確立 ７ ―
○遺伝子組み換え作物の栽培規制 ６ ―
○国産木材の供給及び地域材の利用拡大 ６ ―
○密漁の罰則強化 ４ ―
○その他 １８ １
【公害・環境保全】 【 ５７】 【 ２】
○アスベスト対策の推進 ４５ ―
○産業廃棄物処理施設の建設反対 ４ ２
○その他 ８ ０
【合 計】 【１３４０】 【 ２５】
【総合計】 【１８４４】 【 ６８】
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